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大学入試改革のその先へ
先進的な中等教育を実践

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

授
業
の
あ
り
方
を
完
全
に
変
え
た

　
同
校
で
は
、
生
徒
全
員
が
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
（iPad Pro 

12・９
）
と
タ
ッ

チ
ペ
ン（A

pple Pencil

）を
持
っ
て
い
る
。

授
業
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
進
め
ら

れ
る
。
教
室
に
黒
板
は
な
く
、
大
型
の
ス
ク

リ
ー
ン
が
２
面
あ
る
だ
け
だ
。
そ
こ
に
、
資

料
や
教
材
を
映
し
出
す
。
授
業
中
の
生
徒
の

作
業
は
す
べ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
「
デ
ジ

タ
ル
手
書
き
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
ノ
ー
ト
は
教
員
も
含
め
て
瞬
時
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
全
員
に
共
有
さ
れ
る
た
め
、
他
の

生
徒
の
閃
き
や
思
考
過
程
を
参
考
に
す
る
こ

と
で
、
短
時
間
で
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。
教
員
も
生
徒
全
員
の
理
解
の
度

合
い
を
把
握
で
き
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
に

き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。

　
「
教
材
か
ら
課
題
プ
リ
ン
ト
ま
で
フ
ル
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
こ
と
で
、
板
書
を
写
す
時
間

や
提
出
物
の
や
り
と
り
に
使
う
時
間
を
大
幅

に
短
縮
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
知
識
・
理

解
に
関
す
る
部
分
の
効
率
は
３
倍
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
余
裕
を
、
探
究
や

議
論
、
表
現
活
動
な
ど
の
時
間
に
当
て
て
い

ま
す
。
逆
に

い
え
ば
、
そ

う
い
う
時
間

を
作
る
た
め

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
い

る
の
で
す
」

と
、
山
口
龍

介
副
校
長
は

語
る
。

　
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、

ほ
と
ん
ど
紙
の
ノ
ー
ト

と
同
じ
使
い
方
が
で
き

る
。
し
か
も
、
全
員
で

１
つ
の
ノ
ー
ト
に
書
き

込
む
こ
と
も
で
き
る
た

め
、
協
働
学
習
に
も
向

い
て
お
り
、
文
科
省
が

提
唱
す
る
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」

が
可
能
に
な
る
。

　
「
授
業
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
、
楽
し
い
の
で
、
結

果
的
に
生
徒
の
自
宅
学

習
の
時
間
も
増
え
ま
し

た
。
学
び
方
が
効
率
的

に
な
る
た
め
、
部
活
動

に
打
ち
込
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
手
書
き
の
授
業
は
、
大

き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
」（
山
口
副

校
長
）

仕
事
を
創
る
力
を
育
む

「
創
造
性
教
育
」
を
重
視

　
授
業
を
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
生

ま
れ
る
余
裕
は
、
創
造
性
を
育
む
教
育
の
時

間
に
も
当
て
ら
れ
る
。
同
校
が
設
立
時
に
目

指
し
た
の
は
、「
社
会
に
出
て
、
自
分
で
仕

事
を
つ
く
れ
る
女
性
」
の
育
成
だ
っ
た
。
そ

の
理
念
が
、現
在
の
学
校
独
自
設
置
科
目「
創

造
性
教
育
」
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
の
授
業
で
は
、
国
際
的
な
評
価
の
高

い
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
ベ
ー
ス
に
創
造
性

を
育
む
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
高
１
で
は
世

の
中
に
な
い
新
商
品
を
企
画
す
る
コ
ン
ペ
を

行
っ
て
い
る
。
高
２
に
な
る
と
「
事
業
化
」

が
テ
ー
マ
と
な
り
、
チ
ー
ム
で
会
社
を
起
こ

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
企
画
・
製
作
・
販

売
し
、
利
益
を
確
定
し
て
会
社
を
解
散
す
る

と
こ
ろ
ま
で
を
経
験
す
る
。
財
務
や
投
資
と

い
っ
た
考
え
方
を
学
ぶ
と
同
時
に
「
海
外
事

業
展
開
」
ま
で
も
視
野
に
入
れ
る
。
ハ
ワ
イ

諸
島
へ
の
修
学
旅
行
中
に
、
ハ
ワ
イ
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
利
益
を
全
額
、

現
地
の
教
育
基
金
に
寄
付
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
創
造
性
教
育
に
よ
っ
て
、
新
し
い
仕
事

を
創
り
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
苦
し
さ
、

チ
ー
ム
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
喜
び
を
、
肌

で
実
感
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
こ

そ
求
め
ら
れ
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
口
副
校
長
）

　
効
率
の
良
い
授
業
展
開
と
、
創
造
性
教
育

に
よ
る
起
業
家
精
神
の
育
成
は
、
大
学
も
含

め
た
教
育
機
関
の
今
後
の
大
き
な
潮
流
だ
。

瀧
野
川
女
子
学
園
中
学
高
等
学
校
は
、
ま
さ

に
そ
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

瀧野川女子学園中学高等学校

【写真上】	「黒板の無い教室」では、黒板を使った授業と比較して2〜3倍のスピード
で授業が進んでいる

【写真右】	生徒全員にiPad	Proとタッチペンが配付される

全ての授業でiPadを使用し、ファシリテーション型の教
育を行っている

瀧野川女子学園中学高等学校では、授業
で鉛筆を使わない。教材もノートも課題
プリントも完全にデジタル化されており、
タブレットとタッチペンで授業に参加す
るからだ。授業効率を上げるのと同時に、
リアルタイムでの情報共有によって、深
い学びへとつなげている。こうした教育
の魅力について、理事で副校長の山口龍
介先生に伺った。

❶			高 1での商品企画コン
ペティションの様子

❷		高 2 の事業化実習で
はあかつき祭（学園祭）
で取り組む企画を新し
い事業と捉え、起業の
一連の流れを経験する

❸	ハワイ諸島修学旅行で
は、オリジナル商品の
チャリティーバザーを
開催

❶❷

❸
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未知なる時代を切り拓く力

日経ビジネス・日経トップリーダー特別版　東京ストーリー教育特集号〈AUTUMN.2019〉に記事体広告として掲載されました


